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因果システ ムの現象に着目をした。彼は、逸脱を打ち消す ような相互因果的プ ロセスを生理学にい
う形態維持（morphostasis ）に、逸脱を増幅するような相互因果的プロセスを形態発生（morphog-enesis
）にそれぞれ対応させ、前者の関係プロセスの研究をフ ァースト・サイバネティ タス、後 者
のそれを セカンド・サイバネティクス(thesecondcybernetics ） と定義す ることで区分した（14）。
われわれは、マルヤマによるサイバネティクスに対する新しい 認識 が、 自己 超越(self-transc-endence
） の動態を重視するシステム論を基盤にし て、新しい進化にかかおることに注 目する必 要
がある。生物 の進化は、異質の原子が、外部からの力によることなく、相互に情報を伝達しながら
互いに接触し、生物学的な特徴をもつ糖・アミノ酸・有機塩基などの分子にまで変化し、それらが
さらに集 まってタソパタ・細胞などへ階層を超え て進む、一 連 の不可逆的プ ロセス(irreversibleprocess)
のことをい う。このため、基本的に生物 ・非生物にかかお りなく、進化とは、大域的に発
展→内旋→発展→…のように展開される不可逆過程のことを意味する(15)。ここで、内旋(involution）
というのは、自己を精緻化したり、自己を繕うことを指している。












構造概念を 重視した1940 年代以降にあっては、サイバネティ クス・一般システ ム論も、適応・動
的平衡に関心が集中し、相互依存関係のなかで、与えられた構造がいかに安定・維持されるかにつ









4. プ ロセスの相互作用と構造 の開放的進化





















彼に よれば、生命におけ る発生の特性は、カナーリゼイショソ（canalization） によると見る（24)。
























































































すなわち、A とB は互いに相手に対して触媒として働き、相手の増加を助ける（図1 の左図）。
さらに分子の数を増やして、三種類の分子A,B ，C がある場合は、A はB の増加を助け、B はC






























132 経営論 集 第47 号（1998 年3 月 ）
としての生命、およびそ の生命の集合が創り出す社会システ ムや世界システムにおけ る独自の創造
性などは考えられないであろ う。そのようなシステムのもと七は、環境はいつ も不変で絶対的であ
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